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不易流行 
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 毎年恒例となっている“今年の漢字”（１年の世相を漢字１字で表す）に「金」が選ばれました。選ばれた

理由に、パリオリンピックでの金メダルラッシュ、佐渡金山の世界遺産登録、政治と金、闇バイトによる金

をめあてにした事件などがあげられていました。今年の漢字は、今回でちょうど３０回目にあたりますが、

「金」は今回を含め５回目と一番多く選ばれています。学校の年末は３月です。「涌元小学校最後の１年間を

締めくくる漢字は何？」と聞かれたら、みなさんなら何と答えますか？ 

 さて、１２月１日（日）に漁村センターで「ふれあいもちつき大会イルミネーション点灯式」が行われまし

た。子どもたちが杵でついたお餅をおいしく食べさせていただきました。楽しいひと時をありがとうござい

ました。この「ふれあいもちつき大会」は、私が一般教諭として涌元小学校に勤務していた３０年前から始

まった子ども会育成会のイベントです。途中で町内会の自主防災訓練を兼ねて行われるようになり、現在に

至っていることを聞きました。田中町内会長と雑談している時、「続けていくって大変なんだよな。でも、続

けていかなければいけないんだよな。」という言葉が心に響き、ふと「不易流行」という言葉が頭をよぎりま

した。 

「不易と流行」とは、俳聖である松尾芭蕉の残した言葉です。

「不易を知らざれば基立ちがたく、流行を知らざれば風新たな

らず」というものです。辞書には、「不易」とは、「時代を通じて

変わらないこと」そして、「流行」とは「一時的に急に世間に広

がりふえること」と書かれています。私は、若い時に、「不易」

と「流行」は別物で相反するものであると間違った認識をして

いました。でも、この２つは切っても切れない関係にあるので

す。「いつまでも変化しない本質的なものを大事にしつつ、時代の流れを見極め新しい変化を取り入れていく

こと」つまり、不易なものに流行を取り入れ、よりよく続けていくことの大切さを説いているのです。 

今年の最初の学校経営方針で、この「不易流行」について教職員に話をしたことを思い出しました。とい

うのも、児童数や教職員の減少で今まで通りの教育活動ができないことが多々あること、閉校に向けてより

柔軟な考えで弾力的に進めていく必要があると考えたからです。今までの積み上げてきた目的を達成するた

めに、ICT などの流行を取り入れたり、地域や保護者と連携したりすることが必要不可欠でした。ただやれ

ばいいではなく、形を変えてでも目的を達成しながら続けていくのが難しいと実感する毎日でした。ですか

ら、町内会で行っている「花見」「ビアガーデン」「お祭り」「もちつき」は、「子どもたちを元気に、そして町

が元気に」という目的は変わることなく、少子化や高齢化などの地域の実情を考慮しながら形を変えて、長

年にわたって積み重ねられてきたもので、まさしく「不易と流行」を体現していると感心させられます。こ

の素晴らしき伝統である「地域で子どもたちを育てる。」が末永く続くことを願ってやみません。 

 最後となりましたが、インフルエンザなどの感染症が全

国的に流行の兆しを見せています。また、複数の感染症に

同時にかかるケースも見受けられるそうです。年末のあわ

ただしい時期ですが、十分お体をご自愛ください。そして、

新しい年が皆様にとって良い年となるようご祈念申し上

げます。3 月までの涌元小学校の合言葉は「感謝」です。

3 学期も引き続き地域や保護者の皆様のご理解とご支援

をよろしくお願い申し上げます。 

〈めざす学校の姿〉 『笑顔で幸せにあふれる学校』 
〈 重点教育目標 〉 『自分のために、みんなのために、幸せを創り出す』 

 

知内町立涌元小学校  

〈 学校教育目標 〉

よく考える子 思いやりのある子 健康な子 

令和6年12月25日発行 

  



◆1月の主な予定◆

◇◆地域の方と一緒に！◆◇

◇◆赤い羽根共同募金◆◇

◇◆スキー学習・スキー遠足◆◇

◇◆防火書道展入賞者◆◇

◇◆学校閉庁日◆◇


